
 

 

 

 

 

 

 

背景 

高崎市が管理する 19 橋の横断歩道橋のうち、2024 年 4 月 1 日時点では架設後 50 年以上経過して

いる橋は約 26％を占めており、20 年後には 63％程度に増加することから、今後急速に高齢化した

横断歩道橋が増加していくことが明らかとなっています（下図参照）。 

今後、従来のような大規模修繕等を継続した場合、近い将来、維持管理コストが増大し、利用者

への安全・安心なサービスが低下することが予想されます。 

    

 

 

目的 

このような背景から、今後、増大が見込まれる横断歩道橋の維持更新費用について、計画的かつ

予防的な修繕へと転換する必要があります。 

これらに係わる維持更新費用の縮減と平準化を図るために『高崎市横断歩道橋長寿命化修繕計画』

を策定し、安全・安心な高崎市の道路ネットワークを確保することを目的とします。 

 

  

● 背景と目的 

高崎市 横断歩道橋長寿命化修繕計画 
～ 安全・安心な通行の確保に向けて ～ 



 

 

 

管理横断歩道橋の現状 

高崎市では、5年に 1回の定期点検を実施しており、令和 6 年度までに 19 橋すべての横断歩道橋

の点検を終了しました。 

点検の結果、健全（Ⅰ判定）な横断歩道橋は 6 橋、予防保全段階（Ⅱ判定）の横断歩道橋は 11 橋、

早期措置段階（Ⅲ判定）の横断歩道橋は 2橋、緊急措置段階（Ⅳ判定）の横断歩道橋は 0 橋でした。 

 

 

維持管理の方針 

今後も定期的な点検を実施し、横断歩道橋に生じた損傷の早期発見に努めます。また、状態変化

を把握し、損傷が明らかとなった場合には、損傷が大きくなる前に修繕を実施し、横断歩道橋を健

全に保ちます。 

また、横断歩道橋を良好な状態に保つため、日常的な維持管理として、パトロール、清掃などの

実施に努めています。このほか、近年開発が進んでいる新技術を積極的に活用し、維持管理に必要

なコストを縮減します。 

 

   

 

  

● 管理横断歩道橋の現状と維持管理の方針 

従来方法による点検(高所作業車) 新技術による点検(ロボットカメラ) 



 

 

 

長寿命化修繕計画では点検結果に基づき、横断歩道橋を長寿命化するための具体的な対策を計画

し、今後 50 年間に必要とされる費用を予測しました。その結果をもとに、修繕や定期的に実施する

点検の時期を個々の横断歩道橋について設定し、修繕費の平準化を図っています。 

また、大きな損傷のない横断歩道橋については、長寿命化のため予防的な修繕を行います。 

この計画では高崎市の全管理横断歩道橋について、今後の維持管理の方法や補修時期・具体的な

対策について設定し、効率的かつ効果的な維持管理を実施します。 

 

 

 

 

「横断歩道橋長寿命化修繕計画」に基づき、予防的な修繕を実施することにより、従来のような

大規模修繕を継続した場合と比べて、今後 50 年間でおよそ 0.2 千万円のコスト縮減効果が見込ま

れます。また、点検や補修工事に新技術等を活用することで更なるコスト縮減効果が期待されます。 

横断歩道橋の維持管理を計画的に対策を実施する予防保全型に転換することで、今後の維持管理

費を縮減することが可能であり、横断歩道橋の供用安全性を健全な水準に維持することができます。 

 

 

● 長寿命化修繕計画の内容 

● 長寿命化修繕計画による効果 

約13.3千万円 

約13.5千万円 


